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ミズゴケ湿原に、夏の湿った風が吹いていました。

このミズゴケ湿原では、7月のトキソウを最後に目立っ

た花が見られなくなります。ところがそこに突然、タ

チギボウシが 1株だけ、ぽつんと花を咲かせました。

この花、数年前までは普通に見かけたのですが、すっ

かりエゾシカの食害で数が少なくなり、個人的に「温

根内絶滅危惧種」と呼んでいます。食害をなんとか免

れて開花に至ったかと思うと、感慨深くなりました。

「温根内絶滅危惧種」？

月刊 通信
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☆☆☆　温根内木道周辺で見られた自然（7/15 ～ 8/14）　☆☆☆

○表紙の写真 上：タチギボウシ　下：オオジュリン
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○コース案内
外回り：約３．１ｋｍ（木道部分２．０ｋｍ、軌道跡部分１．１ｋｍ）
中回り：約２．０ｋｍ（木道部分１．４ｋｍ、軌道跡部分０．６ｋｍ）
小回り：約０．５ｋｍ（木道部分０．３ｋｍ、軌道跡部分０．２ｋｍ）
※２０ｍおきに木道の縁に番号札が付いています。
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【タヌキモ】

タヌキモ科　狸藻

水中でプランクトンを栄養にして

いる食虫植物の一種。夏にこうし

て可憐な花を咲かせます。

【ドクゼリ】

セリ科　毒芹

木道の入口あたりで咲いていま

す。名前の通りの有毒植物ですが、

見ごたえのある美しい花です。

【エゾイヌゴマ】

シソ科　蝦夷犬胡麻

ヨシなどの間から淡いピンクの花

が顔をのぞかせます。茎から四方

に開く花は模様も複雑です。

【コエゾゼミ】　セミ科

春から鳴いていたエゾハルゼミに

替わって、本種の「ジィー…」と

いう鳴声が林に響きます。近くで

見ると、胸の模様が芸術的です。

【ヤマドリゼンマイの紅葉】湿原

の中でいち早く紅葉します。

【キツリフネ】

ツリフネソウ科　黄釣舟

やや湿った遊歩道沿いに、黄色い

花が目を引きます。花の上に傘の

ように葉が生えるのが特徴です。

全区間通行可

ビジターセンター

もうすぐ見られるかも！

2021 年 9 月 13 日撮影
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釧路湿原の野鳥たちは今、子育ての真っ最中。巣から出た愛らしい巣立ち雛が親鳥を追いかける姿をよく見かけます。あれほ

ど賑やかだった囀りの声は少なくなりましたが、夏鳥と留鳥、両方が観察することができるようになってきました。

※温根内木道周辺の植物を折ったり持ち帰ったりしないようお願いします。また、木道から降りて写真を撮ることは

　おやめください。皆様が気持ちよく散策・観察できるようご理解とご協力をお願いします。

○温根内木道周辺で観察された花と鳥（7 月 15 日～ 8 月 14 日）

☆☆☆　温根内木道周辺で見られた野鳥（7/15 ～ 8/14）　☆☆☆

【オオジュリン】　夏鳥

ホオジロ科　大寿林

ヨシに掴まり囀るオスがまだ見ら

れました。もうひと頑張りしよう

という気迫（?）を感じました。

【シメ】　留鳥

アトリ科　鴲

3 羽が偶然ビジターセンター裏の

枝先に止まっていました。温根内

では時折見かける留鳥です。

【アオジ】　夏鳥

ホオジロ科　青鵐

囀りは聞かれなくなりましたが、

「チッ」という地鳴きとともに草

陰から時折姿を現してくれます。

花（和名は五十音順　＊外来種） 41 キツリフネ 82 バイケイソウ 8 トビ

1 アカネムグラ 42 キンミズヒキ 83 ハシドイ 9 チュウヒ

2 アキカラマツ 43 クサノオウ 84 ハッカ 10 ノスリ

3 アキノウナギツカミ 44 クサフジ 85 ハナタデ 11 フクロウ

4 イグサ 45 クサヨシ 86 ハンゴンソウ 12 アリスイ

5 イケマ 46 クサレダマ 87 ヒメジョオン＊ 13 コゲラ

6 イチゲフウロ 47 クルマバナ 88 ヒメナミキ 14 アカゲラ

7 イヌタデ 48 コウゾリナ 89 ヒメミクリ 15 カケス

8 イヌトウバナ 49 ゴキヅル 90 ヒヨドリバナ 16 ハシボソガラス

9 イワノガリヤス 50 コクワ（サルナシ） 91 ヒロハヒルガオ 17 ハシブトガラス

10 ウシハコベ 51 コシカギク＊ 92 ヘラバヒメジョオン＊ 18 ハシブトガラ

11 ウツボグサ 52 コタヌキモ 93 ホザキシモツケ 19 ヒガラ

12 ウド 53 コハコベ 94 ホソバアカバナ 20 シジュウカラ

13 ウマノミツバ 54 コメツブウマゴヤシ＊ 95 ホソバイラクサ 21 ヒヨドリ

14 エゾイヌゴマ 55 サジオモダカ 96 ホソバノシバナ 22 ウグイス

15 エゾイラクサ 56 サワギキョウ 97 ホソバノヨツバムグラ 23 ヤブサメ

16 エゾオオヤマハコベ 57 シオガマギク 98 ミズ 24 エナガ

17 エゾシロネ 58 シナノキ 99 ミズオトギリ 25 エゾムシクイ

18 エゾトリカブト 59 シロツメクサ＊ 100 ミソガワソウ 26 センダイムシクイ

19 エゾナミキ 60 セイヨウタンポポ＊ 101 ミゾソバ 27 メジロ

20 エゾノミツモトソウ＊ 61 セイヨウノコギリソウ＊ 102 ミゾホオズキ 28 マキノセンニュウ

21 エゾノヨロイグサ 62 セリ 103 ミツバ 29 シマセンニュウ

22 エゾノレンリソウ 63 タチイヌノフグリ＊ 104 ミツバフウロ 30 エゾセンニュウ

23 エゾミクリ 64 タチギボウシ 105 ミツモトソウ 31 コヨシキリ

24 エゾムグラ 65 タニソバ 106 ミミコウモリ 32 ゴジュウカラ

25 オオアワガエリ＊ 66 タヌキモ 107 ミミナグサ 33 キバシリ

26 オオウバユリ 67 チシマアザミ 108 ムラサキツメクサ＊ 34 クロツグミ

27 オオダイコンソウ 68 チシマノガリヤス 109 モウセンゴケ 35 アカハラ

28 オオヌマハリイ 69 チドリケマン 110 ヤナギタンポポ 36 ノゴマ

29 オオバコ 70 ツメクサ 111 ヤブジラミ 37 ノビタキ

30 オオバタネツケバナ 71 ツリガネニンジン 112 ヤブマメ 38 コサメビタキ

31 オオハナウド 72 ツリフネソウ 113 ヤマハギ 39 キビタキ

32 オオバノヤエムグラ 73 トウヌマゼリ 114 ヨブスマソウ 40 オオルリ

33 オトギリソウ 74 トキソウ 鳥（和名は日本鳥類目録第 7 版の順） 41 ニュウナイスズメ

34 オニノヤガラ 75 ドクゼリ 1 キジバト 42 ハクセキレイ

35 カキツバタ 76 トモエソウ 2 アオバト 43 ビンズイ

36 カタバミ 77 ナガバツメクサ 3 アオサギ 44 カワラヒワ

37 ガマ 78 ナガボノシロワレモコウ 4 タンチョウ 45 ベニマシコ

38 カラフトノダイオウ 79 ナズナ 5 クイナ 46 シメ

39 キオン 80 ナンバンハコベ 6 カッコウ 47 アオジ

40 キツネノボタン 81 ネジバナ 7 オオジシギ 48 オオジュリン
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　　　　　　　 ：

開館時間：9：00 ～ 17：00（11 月～ 3 月は 16：00 まで）

休館日：毎週火曜日（12/29 ～ 1/3 は休館）　入館無料
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温根内ビジターセンター  フェイスブック

～火曜日も開館中！～

ビジターセンターは 8 月中、火曜日（8

月 16 日、23 日、30 日）も開館し

ております。ぜひご利用ください。

☆☆☆☆　自然ふれあい行事が開催されました　☆☆☆☆
〇「ホタルの週末」 7 月 22 日・24 日 , 参加者：合計 42 名、講師：鬼丸和幸（美幌博物館）、高橋進（塘路湖 EMC）

温根内で見られるヘイケボタルについて学び、観察を楽しむホタルの週末を

2 年振りに実施しました。各講師からはまず、ヘイケボタルの生態や他のホ

タルとの違いなどを、観察の前に講演してもらい、気分を高めたところで木

道へあるきだしました。すると、夜 7 時半を回ったくらいからホタルはち

らほらと光り始め、8 時を過ぎる頃には多くが飛び交いました。時には木道

近くにいたホタルを手に取りじっくりと観察する参加者も見られました。さ

らに、ビジターセンター近くのハンノキ林では、特に多くのホタルが飛び交

い、幻想的な風景が目の前に広がりました。参加者たちからは感動の声が聞

かれ、強く印象に残る観察会になりました。

※「ホタルの週末」は 7 月 23 日（土）にも予定されていましたが、この日は雨天のため中止といたしました。

〇「夏休み！外来植物を探そう」 8 月 7 日　参加者：6 名　講師：高嶋八千代（植物専門家）

普段の観察会から少し視点を変え、温根内周辺の外来植物に焦点を当てながら散策する会を、植物の専門家である高

嶋氏に講師を依頼して行いました。高嶋氏には、外来・在来を問わず、目立つ植物については一旦立ち止まって、そ

の特徴などを解説していただきました。右岸堤防道路に出ると外来植物の比

率が大きくなり、それぞれの外来植物に注目していきました。名前も見た目

もよく似たマメ科の外来植物があり、その見分けるポイントを、虫眼鏡を使

いながら教えていただいたほか、黄色い花の外来種ヤネタビラコと在来種の

コウゾリナが並んで咲いていたので、両者の違いも教わって「なるほど」と

いう参加者からの声も聞かれました。また、各種の和名の由来、国内に入り

込んだ背景なども実物を前に解説していただき、普段はあまり見向きもしな

い外来種についてとても深く知ることのできた会となりました。

○塘路湖エコミュージアムセンター（あるこっと）⇒お申し込み☎ 015-487-3003

♪秋のキノコ観察会

　〔日時〕9 月 3 日（土）10：00 ～ 12：00　　〔定員〕　10 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　　　　　　　　　　〔集合場所〕シラルトロ自然情報館駐車場

○温根内ビジターセンター　⇒お申し込み☎ 0154-65-2323

♪アイヌの自然観 ～植物編～

　〔日時〕9 月 4 日（日）10：00 ～ 12：00     〔定員〕　10 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　 　　　　　　　　　　〔場所〕温根内ビジターセンター

初秋を迎えた温根内周辺を歩き、アイヌ民族が利用した植物を観察しながら彼らの自然観と

知恵を学びます。


